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背景：地中海食および高血圧の予防，改善のための DASH 食は認知症のリスクの低さと関

連がある。我々は食事の炎症作用と軽度認知障害（MCI）および認知症のリスクとの関連に

ついて検討した。 

  

方法：7085 人の女性（65 – 79 歳）のベースライン時の食物摂取頻度調査票を用いて，食事

性炎症作用指数（DII）スコアを求め，DII スコアを 4 群に分けた。認知機能は年に 1 回評価

し，MCI とすべての要因による認知症の発症は一元的に診断した。混合効果モデルにより

経時的な認知機能低下を評価し，Cox モデルにより DII スコア群ごとの MCI もしくは認知

症のリスクを評価した。 

 

結果：平均 9.7 年間で，認知機能障害を発症した者は 1081 人であった。より高い DII スコ

アはより顕著な認知機能低下および認知機能障害の発症と関連していた。DII スコアの最も

低い群（抗炎症作用群：第 1 群を参照）と比較した DII スコア他 3 群の調整ハザード比は，

第 2 群が 1.01（0.86 – 1.20），第 3 群が 0.99（0.82 – 1.18），第 4 群が 1.27（1.06 – 1.52）であ

った。 

  

結論：炎症促進作用の高い食事は MCI または認知症のリスクの高さと関連があった。 

 

この論文を読んで：本論文において，DII スコアの第 4 群（最も炎症作用の高い群）でのみ

第 1 群（最も炎症作用の低い群）に比べ，認知機能障害発症のオッズ比が有意に高かったこ

とから，DII スコアが最も高い者と最も低い者の栄養素，食品摂取量の違いについて知りた

いと思った。食事の特徴について明らかにすることで，将来的に認知機能低下予防となる食

事の提示ができると考える。 

 


